
デジタル簡易無線中継機

この無線機を使用するには、総務省の無線局の免許が必要です。
免許を受けずに使用すると、電波法第110条の規定により処罰さ
れます。

取扱説明書
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はじめに

　このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
　本製品は、技術基準適合証明（工事設計認証）を受けた免許局対応のデジタル簡易無線中継機です。
　ご使用の前に、取扱説明書をよくお読みいただき、大切に保管してください。

Form2001

本製品の特長
◎	�免許局対応のデジタル簡易無線中継機です。
	 �本製品を使用することで、デジタル簡易無線機の通信
距離を伸ばすことができます。

◎	�付属のデュプレクサーを使用することで、1本のアン
テナでシステム構築ができます。

◎	�冷却ファンを作動することで、高温環境下でも長時間
運用できます。

◎	�種別コード「3D★1」の他社製デジタル簡易無線機と通
話互換★2があります。

★1 �中継チャンネル「CH D01～CH D10」に対応しています。

★2 AMBE+2TM方式を採用している機種に対応しています。

取扱説明書の構成
本製品の取扱説明書は、本製品に付属の「ご使用になる
前に」（別紙）、「取扱説明書」（PDFファイル）で構成され
ています。

ご使用になる前に（別紙）
はじめて本製品をお使いになる前に、知っておいていた
だきたい安全上のご注意や本製品の設置について記載し
ています。

取扱説明書（本書）
各種機能の詳細や使用方法について記載しています。
◎システムの概要	 ◎各部の名称と機能
◎	�操作方法	 ◎保守について

取扱説明書の内容
本書に記載の操作や機能は、お買い上げの販売店であら
かじめ設定をご依頼いただくことにより使用できる機能
も含まれています。
一般的なご使用を想定した内容にしていますので、ご使
用になる機能や操作について詳しくは、お買い上げの販
売店にお問い合わせください。

電波法上のご注意
◎	�本製品は、電波法に基づいて、技術基準適合証明（工
事設計認証）を受けた製品です。

	 分解や改造をしないでください。
◎	免許状に記載されている範囲内で通信してください。
◎	�デュプレクサーやアッテネーターを使用する場合は、免
許申請書に付属装置として記載が必要です。

◎	構成を変更する場合は、変更申請が必要です。
◎	�他局の通信を妨害することや、通話の内容をほかにも
らし、これを窃用することは、かたく禁じられています。

◎�免許の有効期間は、免許取得日から数えて5年間です。
再免許の申請は、有効期間満了の6ヵ月前から3ヵ月前
のあいだに手続きをしてください。
◎ 使用できるのは、日本国内に限られています。

取り扱い上のご注意
◎	�雨の中や、水滴が付着したまま、またはぬれた手でア
ンテナを付けたり、はずしたりしないでください。

◎	�中継機本体や各端子にゴミやホコリが付着すると、正
常に使用できないことがあります。

	 乾いた布などで、各端子を定期的にふいてください。
◎	�磁気カードを無線機に近づけないでください。
	 磁気カードの内容が消去されることがあります。
◎	�本製品の故障、誤動作、不具合、停電などの外部要因
により通信、通話などの機会を失ったために生じる損
害や逸失利益、または第三者からのいかなる請求につ
いても当社は一切その責任を負いかねますのであら
かじめご了承ください。

登録商標/著作権
アイコム、ICOM、ICOMロゴは、アイコム株式会社の
登録商標です。
AMBE+2は、Digital Voice Systems, Inc.の商標です。
その他、本書に記載されている会社名、製品名は、各社
の商標、または登録商標です。
なお、本文中ではTM、®などのマークを省略しています。
本書の内容の一部、または全部を無断で複写/転用する
ことは、禁止されています。
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音声圧縮（符号化）方式
本製品は、米国DVSI社の開発したAMBE（Advanced Multi-	
Band Excitation）方式を採用しており、AMBE+2TM方式
に対応しています。
The AMBE+2TM voice coding Technology embodied in this 
product is protected by intellectual property rights including 
patent rights, copyrights and trade secrets of Digital Voice 
Systems, Inc. This voice coding Technology is licensed solely 
for use within this Communications Equipment. The user of 
this Technology is explicitly prohibited from attempting to 
extract, remove, decompile, reverse engineer, or disassemble 
the Object Code, or in any other way convert the Object Code 
into a human-readable form. U.S. Patent Nos. #8,359,197 and 
#7,970,606.
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システムの概要1
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本製品を使用することで、デジタル簡易無線機の通信距離を伸ばすことができます。
カバーしきれなかった広範囲エリア、地下や地形による不感地帯での運用ができます。

中継システム構成イメージ

P0 P1 P2 P3 P4

中継機
IC-RP6300CR

送信側
IC-DU6505B

受信側
IC-DU75

受信側
IC-DU45



各部の名称と機能2
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★「B」側のランプは点灯しません。

1［VOLUME］ツマミ
	 �受信音量を調整します。
2［SELECT］ツマミ
	 �中継チャンネルの変更やユーザーSETモードの設定
を変更します。

	 ※設定によっては、スケルチレベルを変更します。
3［PWR］ランプ★

	� 電源ON時、［PWR］ランプが緑色に点灯します。
4［TX］ランプ★

	 �送信中は、赤色に点灯します。
5［BUSY］ランプ★

	 �受信中、またはスケルチが開いたときに緑色に点灯し
ます。

6メンテナンスポート
	 �中継機をプログラミングするときに使用します。
	 ※�設定については、お買い上げの販売店、または弊社

サポートセンターにお問い合わせください。
7電源キー
	 電源をON/OFFします。
	 ※電源をOFFにするときは、長く（約3秒）押します。
8プログラマブルキー（［P0］～［P4］）
	 �[P0]～[P4]に割り当てられた機能が動作します。
	 ※�設定については、お買い上げの販売店にお問い合わ

せください。

【割り当て機能一覧】
	 ◎チャンネルアップ/チャンネルダウン
	 　キー操作でチャンネルを変更できます。
	 ◎メモリーチャンネル: 1/2/3/4
	 　�あらかじめ設定されたメモリーチャンネル(CH 1-1～

CH 1-4)を選択します。
	 ◎モニター
	 　�キーを押しているあいだだけ、スケルチが開き、

ミュートが解除されます。
	 ◎バックライト
	 　�「操作時点灯」に設定しているときは、照明が約5秒

点灯します。
	 ◎キーロック
	 　�約1秒間押すと、キーロック機能のON/OFFが切

り替わります。
	 　�1分間ツマミやキーが操作されないとき、キーロッ

ク機能がONになります。
	 ◎ユーザーSETモード
	 　約1秒間押すと、ユーザーSETモードに移行します。
	 　ユーザーSETモード時：
	 　・キーを押して、設定項目を選択
	 　・�チャンネルアップ/チャンネルダウン操作で設定

値を変更
	 　・�約1秒間押すと、設定を保存してユーザーSETモー

ドを解除
	 ◎外部I/Oチャンネル選択モード
	 　�外部機器操作によるメモリーチャンネル選択の

ON/OFFを切り替えます。
	 　※�外部I/Oに「メモリーチャンネル選択：1/2/3/4/5」

を設定しているときに使用できます。
	 ◎送信禁止
	 　�キーを押すごとに、ENABLE(送信許可)/DISABLE 

(送信禁止)が切り替わります。

■ 前面部

P0 P1 P2 P3 P4

1 2
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スピーカー 表示部
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2 各部の名称と機能
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■ 後面部

1DC電源コネクター（クーリングファン用）
	 �付属のDC電源ケーブル（クーリングファン用）を接続
して、本体内蔵のファンを作動させます。

	 ※�クーリングファンは、10℃以上の環境下で運用し
ているときに使用してください。

2［SP］ジャック
	 外部スピーカーを接続します。
3［RX］コネクター
	 RXアンテナ、またはデュプレクサーを接続します。

4［ACC］コネクター(P.2-3)
	 �D-Sub 25ピンのコネクターです。
	 外部機器と接続するときに使用します。
	 ※�接続方法など詳細は、お買い上げの販売店、または

弊社サポートセンターにお問い合わせください。
5DC電源コネクター
	 付属のDC電源ケーブルを接続します。
6［TX］コネクター
	 TXアンテナ、またはデュプレクサーを接続します。

2 3 4 651

■ 表示部

1電波状態表示
	 �受信している電波の強さ（目安）が4段階で表示されま
す。

2モニター
	 モニター機能が動作しているときに点灯します。
	 ※モニター機能終了後、約10秒間点灯を維持します。

3チャンネル表示
	 �メモリーチャンネル、ユーザーコード、ユーザー
SETモードの設定項目などが表示されます。

4キーアイコン
	 �プログラマブルキーに割り当てられた機能がONのと
きに点灯します。
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2 各部の名称と機能

■ ［ACC］コネクター（D-Sub25 ピン）

端子番号 端子名 機能 仕様
1 NC 未使用 —

2 TXD シリアル送信データ 中継機への入力（接続先からの出力）
(入力最大±25V、ヒステリシス電圧±3V)

3 RXD シリアル受信データ 中継機からの出力（接続先への入力） (負荷時出力電圧±5V)

4 RTS データ送信要求 中継機への入力（接続先からの出力）
(入力最大±25V、ヒステリシス電圧±3V)

5 CTS データ送信可能 中継機からの出力（接続先への入力） (負荷時出力電圧±5V)
6 NC 未使用 —
7 GND GND —
8 NC 未使用 —
9 NC 未使用 —
10 EXT. D/A カスタマイズD/A出力★ 0～5V の設定出力

11 VCC 外部機器への電源供給 出力電圧	：Typ.13.6V（12～16V）
電流	 ：100mA以下

12 NC 未使用 —
13 NC 未使用 —
14 GND GND —

15 EXT.I/O 15 カスタマイズI/O★ プログラマブル入出力.(出力 H:4.0V min.)
(入力 H:3.5～5.5V、L:－0.5～1.5V)

16 EXT.I/O 16 カスタマイズI/O★ プログラマブル入出力.(出力 H:4.0V min.)
(入力 H:3.5～5.5V、L:－0.5～1.5V)

17 EXT.I/O 17 カスタマイズI/O★ プログラマブル入出力.(出力 H:4.0V min.)
(入力 H:3.5～5.5V、L:－0.5～1.5V)

18 EXT.I/O 18 カスタマイズI/O★ プログラマブル入出力.(出力 H:4.0V min.)
(入力 H:3.5～5.5V、L:－0.5～1.5V)

19 EXT.I/O 19 カスタマイズI/O★ プログラマブル入出力.(出力 H:4.0V min.)
(入力 H:3.5～5.5V、L:－0.5～1.5V)

20 NC 未使用 —

21 EXT.I/O 21 カスタマイズI/O★ プログラマブル入出力.(出力 H:4.0V min.)
(入力 H:3.5～5.5V、L:－0.5～1.5V)

22 AF OUT オーディオ出力 0～2Vp-p±3dB@1031Hz_-22dBm0以下の
トーンデータ復調時

23 EXT.I/O 23 カスタマイズI/O★ プログラマブル入出力.(出力 H:4.0V min.)
(入力 H:3.5～5.5V、L:－0.5～1.5V)

24 EXT.I/O 24 カスタマイズI/O★ プログラマブル入出力.(出力 H:4.0V min.)
(入力 H:3.5～5.5V、L:－0.5～1.5V)

25 EXT.I/O 25 カスタマイズI/O★ プログラマブル入出力.(出力 H:4.0V min.)
(入力 H:3.5～5.5V、L:－0.5～1.5V)

★機能設定については、お買い上げの販売店、または弊社サポートセンターにお問い合わせください。

1..............................................

..........................................
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2514



操作方法3
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■ 電源の入れかたと音量調整

■ メモリーチャンネルを合わせる

2 音量を調整する

1 電源を入れる

電源キーを押して電源を入れます。
※電源をOFFにするときは、長く（約3秒）押します。

受信中に、［VOLUME］ツマミを回して聞きやすい
音量に調整します。

［SELECT］ツマミを回して、中継したいメモリーチャ
ンネルに合わせます。
※�プログラマブルキーに「チャンネルアップ/チャンネル
ダウン」を設定しているときは、キー操作でもチャン
ネルを変更できます。

P0 P1 P2 P3 P4

P0 P1 P2 P3 P4

P0 P1 P2 P3 P4
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3 操作方法

P0 P1 P2 P3 P4

【移行のしかた】
ユーザーSETモードが割り当てられたプログラマブル
キー（例：PO）を長く（約1秒）押します。
※�設定項目が表示されれば、ユーザーSETモードに移
行しています。
※�移行していない場合は、ロック機能が有効になってい
ないか確認してから操作をやりなおしてください。

【設定のしかた】
1.	 ユーザーSETモードが割り当てられたプログラマブ
ルキーを押して、設定項目を選択します。

2.	 目的の機能名称で、［SELECT］ツマミを回します。
	ㅡ設定値が切り替わります。

3.	 ユーザーSETモードが割り当てられたプログラマブ
ルキー（例：PO）を長く（約1秒）押します。
	ㅡ �選択した設定値が確定され、運用できる状態にな
ります。

表示される設定項目は、お買い上げ時の設定によって異なります。
詳しくは、お買い上げの販売店、または弊社サポートセンターにお問い合わせください。

■ ユーザーSETモード

■ 設定項目一覧

機能名称 本体表示 初期設定

バックライト LIGHT 操作時点灯

LCDコントラスト CONTRAST 3

ファン動作 FAN AUTO

ビープ BEEP OFF

スケルチレベル SQL 2

システム情報 RSSI —

LCDチェック LCD CHECK —

バージョン情報 INFOMATION —

キーチェック KEY CHECK —

P0 P1 P2 P3 P4
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保守について4
■ 日常のお手入れと点検

◎�清掃するときは、洗剤や有機溶剤（シンナー、ベンジンなど）を絶対に使用しないでください。
	 ケースが損傷したり、塗装がはがれたりする原因になることがあります。
	 �ふだんは、乾いたやわらかい布でふき、汚れのひどいときは、水を含ませたやわらかい布をかたく絞ってふいてく
ださい。

◎�中継機本体、各端子にゴミやホコリが付着すると、接触不良が原因で正常に動作しないことがあります。
	 乾いた布などで、各端子を定期的にふいてください。

■ 故障かな？と思ったら

下記のような現象は故障ではありませんので、修理を依頼される前にもう一度お調べください。
それでも異常があるときは、弊社サポートセンターまでお問い合わせください。（P.4-2）

現 象 原 因 処 置 参照

電源が入らない DC電源ケーブルの接続不良 中継機との接続をやりなおす 別紙★

電源コネクターの接触不良 接続ピンの汚れを取り除く ―

外部電源装置などの電源が切れ
ている

外部電源装置などの電源スイッチをONにする ―

ヒューズの断線 原因を取り除き、ヒューズを交換する 別紙★

電源が切れない 電源キーを長く押していない 電源キーを長く(約3秒)押す P.3-1

音が聞こえない 音量が最小に設定されている 音量レベルを確認する P.3-1

スケルチが閉じている ユーザーSETモードでスケルチを設定する ―

強力な信号を受信した
ときだけ中継動作する

アンテナの不良、または同軸ケー
ブルの断線

原因を特定して修理する ―

信号を受信しても
中継動作をしない

ユーザーコードを設定している 中継機と相手のユーザーコードの設定を確認する ―

★別紙の「ご使用になる前に」をご覧ください。
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4 保守について

■ アフターサービスについて

｢故障かな？と思ったら｣（P.4-1）にしたがって、もう一度、本製品の設定などを調べていただき、それでも異常が
あるときは、次の処置をしてください。

	 保証期間中は
	 お買い上げの販売店にお問い合わせください。
�	 保証規定にしたがって修理させていただきますので、保証書を添えてご依頼ください。

	 保証期間後は
	 お買い上げの販売店にお問い合わせください。
�	 �修理することにより機能を維持できる製品については、ご希望により有料で修理させていただきます。

	保証書について
	 �保証書は販売店で所定事項（お買い上げ日、販売店名）を記入のうえお渡しいたしますので、記載内容をご確認いた
だき、大切に保管してください。

	弊社製品のお問い合わせ先について
�	 �お買い上げいただきました弊社製品にご不明な点がございましたら、下記のサポートセンターにお問い合わせくだ
さい。

　お問い合わせ先
　　アイコム株式会社　サポートセンター
　　0120-156-313（フリーダイヤル）
　　◆ 携帯電話・公衆電話からのご利用は、
　　　 06-6792-4949（通話料がかかります）
　　受付（平日 �9:00～17:00）
　　電子メール：support_center@icom.co.jp
　　アイコムホームページ：https://www.icom.co.jp/
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